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横手市社協だより
みんなが主役！みんなでつくる 人にやさしいまち横手

横手市社会福祉協議会

秋田県内で大雨
災害

　
秋
田
県
内
で
は
、
七
月
二
十

二
日
か
ら
二
十
三
日
に
か
け

て
、
広
い
範
囲
で
記
録
的
な
大

雨
と
な
り
、
県
南
部
を
中
心
に

床
上
・
床
下
浸
水
や
土
砂
崩
れ

な
ど
の
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
横
手
市
内
に
お
い
て
も
、

床
上
・
床
下
浸
水
併
せ
て
６
５

９
件
、
土
砂
崩
れ
が
74
件
、
道

路
冠
水
が
34
件
な
ど
（
八
月
一

日
現
在
：
横
手
市
発
表
）、
家

屋
や
農
地
な
ど
に
大
き
な
被
害

が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
被
害
状
況
を
受

け
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
横

手
市
や
福
祉
関
係
者
と
の
協
働

に
よ
り
高
齢
者
世
帯
な
ど
の
安

否
確
認
を
行
っ
た
ほ
か
、
市
内

外
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

り
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
生
活

場
所
の
復
旧
や
生
活
支
援
活
動

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
被
災
さ
れ
た
皆
様

が
一
日
も
早
く
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
、
支
援
活
動
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

大森地域内の様子 大森地域の災害ごみ仮置場



３ 社協だより

評
議
員
　
齊
　
藤
　
純
　
子
（
横
　
手
）

　
　
　
　
　
菅
　
原
　
多
一
郎
（
横
　
手
）

　
　
　
　
　
谷
　
川
　
都
　
子
（
横
　
手
）

　
　
　
　
　
滝
　
　
　
順
　
子
（
横
　
手
）

　
　
　
　
　
松
　
井
　
亮
　
一
（
横
　
手
）

　
　
　
　
　
渡
　
邊
　
健
　
子
（
横
　
手
）

　
　
　
　
　
天
　
童
　
順
　
子
（
増
　
田
）

　
　
　
　
　
石
　
川
　
久
仁
子
（
増
　
田
）

　
　
　
　
　
片
　
倉
　
由
美
子
（
増
　
田
）

　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
芳
　
知
（
平
　
鹿
）

　
　
　
　
　
大
和
谷
　
道
　
子
（
平
　
鹿
）

　
　
　
　
　
武
　
藤
　
吉
　
克
（
平
　
鹿
）

　
　
　
　
　
田
　
代
　
繁
　
人
（
平
　
鹿
）

　
　
　
　
　
佐
々
木
　
　
　
司
（
雄
物
川
）

　
　
　
　
　
小
　
西
　
　
　
茂
（
雄
物
川
）

　
　
　
　
　
東
海
林
　
隆
　
介
（
雄
物
川
）

　
　
　
　
　
岡
　
固
　
　
　
毅
（
雄
物
川
）

　
　
　
　
　
大
　
沼
　
ワ
カ
子
（
大
　
森
）

　
　
　
　
　
嵐
　
田
　
良
　
子
（
大
　
森
）

　
　
　
　
　
高
　
村
　
正
　
友
（
大
　
森
）

　
　
　
　
　
近
　
　
　
成
　
一
（
十
文
字
）

　
　
　
　
　
石
　
垣
　
節
　
子
（
十
文
字
）

　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
克
　
己
（
十
文
字
）

　
　
　
　
　
加
　
藤
　
ヨ
ウ
子
（
十
文
字
）

　
　
　
　
　
石
　
沢
　
達
　
雄
（
山
　
内
）

　
　
　
　
　
藤
　
原
　
秀
　
夫
（
山
　
内
）

　
　
　
　
　
髙
　
橋
　
弘
　
子
（
山
　
内
）

　
　
　
　
　
永
　
瀬
　
吉
　
之
（
大
　
雄
）

　
　
　
　
　
佐
々
木
　
　
　
廣
（
大
　
雄
）

　
　
　
　
　
菅
　
　
　
篤
　
司
（
大
　
雄
）

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
～

平
成
三
十
三
年
六
月
に
開
催
す
る

定
時
評
議
員
会
の
終
結
の
時
ま
で

任期

横手市
共同募金委員会からの

お知らせ

秋田県大雨災害義援金を
募集しています

　今回の大雨被害を受けて、被災された方々の生活を支援する
ために、秋田県共同募金会では義援金を募集しています。

平成29年８月31日（木）まで受付期間

受
付
方
法

　横手市共同募金委員会窓口（社会福祉協議会各福祉センター）で受付しています。各窓口で

義援金「預り証」を発行しますが、税制上の優遇措置を希望される場合は秋田県共同募金会の

「領収書」が必要であり、必要な場合はお申し出ください。（領収書は後日送付されます）

　秋田県、日本赤十字社秋田県支部、秋田県共同募金会などで構成される

秋田県大雨災害義援金募集・配分委員会で決定し、各市町村を通して被災

された方に配分されます。

　下記の各金融窓口で受付しています。なお、窓口で「秋田県大雨災害義援金」であることを

お伝えいただくと、受付期間中の振込み手数料は無料となります。

❶現金の場合

❷振込・振替の場合

金　融　機　関 口　座　番　号 口　座　名　義

秋田銀行 本店営業部 （普）902756 社会福祉法人 秋田県共同募金会

北都銀行 本店 （普）304416 社会福祉法人 秋田県共同募金会

ゆうちょ銀行 00170－5－634690 秋田県共同募金会
秋田県大雨災害義援金

義援金の配分

皆様のご協力をお願い申し上げます
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会
　
　
長
　
佐
々
木
　
義
　
広
（
大
　
雄
）

副
会
長
　
多
賀
糸
　
敏
　
雄
（
横
　
手
）

　
　
　
　
　
戸
　
部
　
英
　
二
（
平
　
鹿
）

　
　
　
　
　
守
　
屋
　
桑
　
悦
（
大
　
森
）

常
務
理
事
　
佐
　
藤
　
正
　
弘
（
横
　
手
）

理
　
　
事
　
照
　
井
　
優
　
子
（
横
　
手
）

　
　
　
　
　
近
　
江
　
千
鶴
子
（
横
　
手
）

　
　
　
　
　
石
　
田
　
　
　
正
（
増
　
田
）

　
　
　
　
　
小
　
野
　
タ
ヅ
子
（
平
　
鹿
）

　
　
　
　
　
小
　
野
　
重
　
春
（
雄
物
川
）

　
　
　
　
　
柴
　
田
　
清
　
治
（
雄
物
川
）

　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
誠
　
輝
（
十
文
字
）

　
　
　
　
　
吉
　
田
　
吉
　
男
（
十
文
字
）

　
　
　
　
　
高
　
橋
　
　
　
守
（
山
　
内
）

　
　
　
　
　
照
　
井
　
博
　
文

（
平
寿
苑
施
設
長
）

監
　
　
事
　
堀
　
江
　
光
　
雄
（
横
　
手
）

　
　
　
　
　
佐
々
木
　
隆
　
美
（
平
　
鹿
）

　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
　
　
忠
（
十
文
字
）

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
日
～

平
成
三
十
一
年
六
月
に
開
催
す
る

定
時
評
議
員
会
の
終
結
の
時
ま
で

任期
　
横
手
市
社
会
福
祉
協
議
会

理
事・監
事・評
議
員
名
簿

　
社
会
福
祉
法
の
改
正
に
伴
う
本
会
役
員

等
の
改
選
が
行
わ
れ
、
左
記
の
と
お
り
新

体
制
と
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。
こ
の
度
の
大
雨
に
よ
り
被
災
さ

れ
た
皆
様
に
対
し
て
役
職
員
一
同
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
災
害
後
の
生

活
支
援
活
動
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

秋田県大雨災害

横手市災害ボランティアセンターを開設
～ボランティアによる支援活動を行いました～

　７月22日から降り続いた記録的な大雨によ
り、県内各地で大きな被害が発生し、横手市で
も大森地域を中心に土砂崩れや床上浸水などの
被害がありました。
　こうした状況を受けて、横手市と協議の上、
７月25日から８月１日までの８日間、横手市
災害ボランティアセンターを本会本部内と横手
市役所大森庁舎内に設置し、ボランティアを派
遣して被災したお宅の泥出しや片付け作業など
を行いました。

　８月１日の活動をもって災害ボランティアセンターを閉鎖

しましたが、今後も引き続き、生活相談の対応や支援活動を

行います。なお、ボランティアによる支援活動は、生活する

ための場所（住居内）の復旧とさせていただきます。

災害ボランティアセンター
閉鎖後も

相談をお受けします

●大森地域の相談先

●大森地域以外の相談先

横手市社会福祉協議会 大森福祉センター
電話：26－3274　FAX：26－4547

横手市社会福祉協議会 本部
電話：36－5377　FAX：36－5388
※災害ボランティアセンター閉鎖後も支援活動を行うこととしており、ボランティアによる活動状況は、次号でご報告いたします。



社会福祉協議会は、住民の皆様の参加と関係機関・団体との協力により
「住みよい福祉のまちづくり」を進める、社会福祉法（第109条）に定められた民間団体です。

横 手 福 祉 セ ン タ ー
増 田 福 祉 セ ン タ ー
平 鹿 福 祉 セ ン タ ー
雄 物 川 福 祉 セ ン タ ー

TEL.33－8668
TEL.45－4848
TEL.24－3283
TEL.56－2072

大 森 福 祉 セ ン タ ー
十 文 字 福 祉 セ ン タ ー
山 内 福 祉 セ ン タ ー
大 雄 福 祉 セ ン タ ー

TEL.26－3274
TEL.42－5858
TEL.53－3009
TEL.52－3311

特別養護老人ホーム平寿苑
特別養護老人ホーム雄水苑
特別養護老人ホーム憩寿園
横手市くらしの相談窓口

TEL.38－7011
TEL.22－4561
TEL.42－2510
TEL.32－6101

横手市社協だより ● 発行 ● 横手市社会福祉協議会　〒013－0072 横手市卸町5番10号　TEL.36－5377　FAX.36－5388

■横手市社会福祉協議会本部 TEL.36－5377 （市外局番 0182）

E-mail honbu@yokote-shakyo.jp ホームページ http://www.yokote-shakyo.jp/ 検索 ４社協だより

　
私
は
昭
和
十
六
年
十
一
月
生
ま
れ

で
す
。
先
の
大
戦
が
開
戦
す
る
一
ヶ

月
前
に
生
ま
れ
た
の
で
、
戦
争
の
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
記
憶
に
な
く
、
戦
中

戦
後
の
苦
し
い
生
活
や
官
憲
の
厳
し

い
取
締
り
な
ど
が
断
片
的
に
思
い
出

と
し
て
残
っ
て
い
る
程
度
で
す
。

　
私
の
家
は
農
家
で
す
が
、
私
の
生

ま
れ
た
時
、
父
と
叔
父
二
人
は
戦
地

に
召
集
さ
れ
て
い
て
、
農
作
業
は
祖

父
母
、
母
が
大
変
な
苦
労
、
重
労
働

で
田
ん
ぼ
を
守
っ
て
い
た
と
聞
い
て

い
ま
す
。
折
角
生
産
し
た
米
も
供
出

米
制
度
で
強
制
的
に
引
き
取
ら
れ
、

気
丈
な
祖
母
は
役
場
の
係
員
や
集
落

の
男
た
ち
と
、
よ
く
や
り
合
っ
て
い

た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
戦
地
も
大
変
だ
っ
た
で
し
ょ
う

が
、
働
き
手
を
つ
れ
て
い
か
れ
た
各

家
で
も
、
死
に
も
の
狂
い
で
百
姓
し

な
が
ら
私
た
ち
子
ど
も
を
育
て
て
く

れ
た
の
だ
と
、
今
更
な
が
ら
そ
の
苦

労
が
身
に
し
み
て
思
い
出
さ
れ
ま

す
。
そ
ん
な
過
酷
な
農
作
業
を
続
け

た
せ
い
か
、
祖
父
も
私
の
母
も
平
和

で
恵
ま
れ
た
今
の
生
活
を
楽
し
む
こ

と
も
な
く
、
五
十
代
と
い
う
若
さ
で

亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
幸
い
、
父
は
戦
後
、
間
も
な
く
千

島
か
ら
復
員
し
ま
し
た
が
、
叔
父
の

一
人
は
南
方
戦
線
で
飢
え
に
苦
し
み

な
が
ら
戦
死
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

赤
紙
一
枚
で
招
集
さ
れ
、
戦
場
に
連

れ
て
い
か
れ
た
普
通
の
民
間
人
。
私

た
ち
、
女
、
子
ど
も
を
養
い
育
て
て

行
か
ね
ば
な
ら
な
い
は
ず
の
父
や
叔

父
た
ち
。
家
や
家
族
、
田
ん
ぼ
の
こ

と
を
ど
ん
な
に
か
気
が
か
り
で
心
配

し
な
が
ら
家
を
離
れ
て
行
っ
た
こ
と

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
満
州
事
変
、
中
華
進
出
な
ど
、
陸

軍
の
一
部
の
暴
走
に
よ
る
戦
局
の
泥

沼
化
で
、
ど
う
し
よ
う
も
な
く
国
家

総
動
員
、
軍
の
政
治
へ
の
干
渉
の
繰

り
返
し
で
は
じ
め
ら
れ
た
大
東
亜
戦

争
、
太
平
洋
戦
争
で
す
が
、
四
年
に

亘
る
戦
争
行
為
は
何
だ
っ
た
の
か
。

戦
争
経
験
の
な
い
私
で
す
が
、
そ
の

惨
た
ん
た
る
結
末
は
、
後
の
記
録
や

い
ろ
い
ろ
な
小
説
や
ド
ラ
マ
な
ど
で

知
ら
さ
れ
た
通
り
で
す
。

　
あ
の
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
で
空
母

な
ど
を
失
い
、
壊
滅
的
な
打
撃
を
受

け
た
日
本
海
軍
、
そ
し
て
南
方
の

島
々
に
残
さ
れ
た
陸
軍
の
兵
た
ち
。

「
降
参
は
生
き
恥
」
と
教
育
さ
れ
、

玉
砕
と
称
す
る
悲
惨
な
全
滅
の
道
を

強
い
ら
れ
た
多
く
の
戦
死
者
が
私
た

ち
の
父
で
あ
り
叔
父
た
ち
で
す
。

　
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
に
お
け
る
イ
ン

パ
ー
ル
作
戦
、
ボ
ル
ネ
オ
島
の
補
給

な
き
死
の
行
軍
、
護
衛
な
き
輸
送
船
、

日
本
本
土
の
無
差
別
空
襲
、
沖
縄
の

戦
い
、
満
州
に
置
き
去
り
に
さ
れ
た

開
拓
農
民
、
そ
れ
に
特
攻
隊
な
ど
絶

望
的
な
戦
い
。
三
百
万
人
以
上
と
さ

れ
る
多
く
の
兵
隊
員
、
そ
し
て
民
間

人
を
死
な
せ
た
責
任
は
ど
こ
に
あ

り
、
誰
が
そ
の
責
め
を
負
う
た
の
か
。

あ
ま
り
に
も
理
不
尽
な
こ
の
大
戦
の

結
果
を
、
消
耗
品
の
よ
う
に
使
い
捨

て
ら
れ
て
い
た
事
実
を
思
う
時
、
軍

上
層
部
、
戦
争
指
導
者
に
は
大
変
な

憤
り
を
覚
え
る
と
共
に
、
本
当
に
腹

が
立
ち
悔
し
い
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。

　
大
分
前
の
映
画
で
す
が
、
「
日
本

の
一
番
長
い
日
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
八
月
十
五
日

の
戦
争
終
結
へ
向
け
て
、
政
府
と
天

皇
の
玉
音
放
送
に
対
し
、
こ
れ
を
阻

止
し
よ
う
と
し
た
本
土
決
戦
を
主
張

す
る
軍
部
の
動
き
を
描
い
た
も
の
で

し
た
が
、
広
島
、
長
崎
へ
の
原
爆
投

下
、
飛
行
機
も
船
も
銃
器
も
な
く
食

料
も
な
い
中
で
狂
気
じ
み
た
軍
人
の

悪
あ
が
き
に
、
こ
の
大
戦
の
大
筋
の

流
れ
を
感
じ
た
も
の
で
し
た
。
力
を

持
つ
者
、
権
力
の
集
中
と
い
う
こ
と

が
如
何
に
危
険
で
間
違
い
、
過
ち
を

引
き
起
こ
す
要
因
と
な
る
こ
と
か
。

　
北
朝
鮮
に
よ
る
核
、
弾
道
ミ
サ
イ

ル
開
発
問
題
や
多
発
す
る
テ
ロ
の
脅

威
な
ど
、
昨
今
の
国
際
情
勢
は
予
断

を
許
さ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
国

内
で
も
米
国
に
追
従
し
た
自
衛
隊
の

活
動
範
囲
の
拡
大
傾
向
や
憲
法
改
正

論
議
な
ど
、
何
か
キ
ナ
臭
い
危
う
さ

を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
私
だ

け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
の
生
き
た
七
十
六
年
間
、
命
の

危
険
を
感
じ
る
切
迫
し
た
状
況
に
遭

遇
す
る
こ
と
も
な
く
、
自
由
で
民
主

的
で
経
済
的
に
も
そ
こ
そ
こ
恵
ま
れ

本
当
に
い
い
時
代
で
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
平
和
な
時
代
を
享
受

す
る
こ
と
な
く
、
先
の
大
戦
の
犠
牲

と
な
っ
た
先
人
た
ち
に
心
か
ら
の
追

悼
の
気
持
ち
を
捧
げ
る
と
共
に
、
再

び
過
ち
を
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ

う
次
の
世
代
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る

こ
と
を
誓
い
、
私
の
発
表
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

先
の
大
戦
　
私
の
思
い

照
　
井
　
豊
　
美

　
七
月
に
横
手
市
が
主
催
し
た
「
横
手
市
戦
没
者
追
悼
式
」
に
お
い
て
、
横
手
市

遺
族
連
合
会
大
雄
支
部
の
照
井
豊
美
さ
ん(

大
雄)

が
戦
中
戦
後
の
体
験
談
を
発

表
し
ま
し
た
。
七
十
二
回
目
の
終
戦
の
日
・
八
月
十
五
日
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

そ
の
内
容
を
お
伝
え
し
ま
す
。（
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
横
手
市
遺
族
連
合
会

及
び
各
支
部
の
事
務
局
を
担
っ
て
い
ま
す
）
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こ
の「
横
手
市
社
協
だ
よ
り
」は
、

社
協
会
費
を
活
用
し
て
い
ま
す


